
 

 

 

 

 

 

 

「こんにちは」から始まるかかわりを 
 

副校長 加々宮 真紀子 
 

 

こんにちは。今年度４月に着任しました、副校長の加々宮でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

茅ケ崎台小学校は、緑に囲まれた環境の中、学校教育目標「かしこく やさしい 元気な子 ひかり輝く 茅ケ崎台」の具

現化に向け、豊かな心の育成の中心として、本校の教育活動の特色である、縦割り活動での異学年交流を行っています。

縦割り活動の目当ては学校だより第３９８号巻頭に記載の通りで、特別活動が中心となります。また、その活動を人権教育、

道徳教育が支えています。私は、縦割り活動を進めていくにあたって、あいさつが関係づくりのきっかけとなり、時には関係

を修復するものであり、そうやって関係を深めていく大切なものだと考えています。 

普段、巡回などで子どもたちと会う場面が多いのですが、自分から進んで「こんにちは。」「さようなら。」「ありがとうござ

います。」とあいさつができるお子さんもいます。中には、「こんにちは。私の名前は〇〇です。」と、自己紹介をしてくれるお

子さんもいました。また、保健室で手当てを受けた後、「ありがとうございました。」とあいさつしているお子さんもいました。

言わなければならないからではなく、自分があいさつしようと思ってあいさつをしてくれていたら、こんなに嬉しいことはあり

ません。相手との関係づくりに一歩踏み出したことになるのですから。 

子どもたちが気持ちのよいあいさつをすることができるようになるためには、私たち周りにいる大人があいさつを交わし、

よりよい関係をつくっていこうとする姿を示していくことが大切です。大人同士の礼儀正しい気持ちのよいあいさつの姿は

子どもたちにとって、身近な手本となる姿になります。お子さんは、朝、家族に「おはよう。」を、登校中、見守りの方々に「おは

ようございます。」や「ありがとうございます。」を進んで行っているでしょうか。相手に何かしてもらったら、感謝の気持ちをも

って「ありがとう。」と伝えることができていますか。これまでももちろん取り組んでいることではありますが、学校教育目標を

念頭に置きながら、学校教育と家庭教育、さらには地域の教育力で、みんなで子どもたちを見守り、育んでいきたいと思っ

ています。教職員一同取組を進めてまいりますので、保護者の皆様、地域の皆様、引き続き本校の教育活動にご理解ご協

力を賜りますよう、お願いいたします。 

 

７月は夏季休業を迎えます。気象庁発表の３か月予報では、暑い夏になるようです。熱中症などに気を付けながら、充実

した時間を過ごしてほしいと思います。 
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